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道

元

禅

師

と

外

道

(二
)

―
数
論

に

つ
い
て
―

下

室

覚

道

道
元
禅
師
の
著
述
に
お
け
る
数
論
説
は

『永
平
広
録
』
第
五

上

堂
に
あ
る
。
こ
れ
は
荊
渓
湛
然

の

『止
観
輔
行
伝
弘
決
』

巻

一
〇

此

一

(大
正

四
六

・
四
三

四
中
―

下
)

か

ら

の
引

用

で
あ

る

が
、

周
知
の
如
く

『弘
決
』
は
天
台
大
師
智
〓

の

『摩
詞
止
観
』

の
註
釈
書

で
あ
る
。
『摩
詞
止
観
』
巻

一
〇

(大
正
四
六
・
一
三
二
中
)
に

「仏
法
外

の
外
道
」

「附
仏
法
の
外
道
」

「学
仏
法

の
外
道
」

の
三
種
外

道
を
挙
げ

、
そ
の
う
ち

「仏
法
外
の
外
道
」
を
明
か
す
箇
所
に

「
一
外

外
道
。
本

源
有
三
。

一
迦
毘
羅
外
道
此
翻
黄
頭
。
計
因
中
有
果
。
二
海

櫻
僧
怯
此
翻

休
喉
。
計
因
中
無
果
。
三
勤
沙
婆
此
翻
苦
行
。
計
因
中
亦

有
果
亦
無

果
。」
と
示
し
、
仏
法
と
関
係
が
な
い
外
道

の
本
源
に
は
、
迦

毘
羅
外
道

、
温
櫻
僧
怯
、
三
勤
沙
婆

の
三
種
あ
り
、
こ
の
う
ち
第

一
の

迦
毘
羅
外
道

が
数
論
学
派
の
祖
で
あ
り
、
因

の
中

に
果
が

あ
る

(因
中
有
果
)
を
説
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『弘
決
』

巻
五
之
五

(大
正
四
六
・
一一二

四
上
)
に
も
二
五
諦
に
関
説
す
る
箇
所
が

あ
り
、
我
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
擾
無
因
果
に
陥
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。

本

稿

は
、

上
堂
す
な
わ
ち

『弘
決
』
の
数
論
説
を
中
心
と
し
て
、

『涅
槃
経
』
巻
三
九

(大
正

一
二
・五
九
三
上
)
や

『
大
智
度
論
』
巻
七
〇

(大
正
二
五
・五
四
六
下
)
に
み
ら
れ
る
数
論
の
諸
説
を
対
比
し

つ
つ
、
筆

者
な
り
に
二
五
原
理
の
展
開
順
序
、
中
有
、
因
中
有
果
、
解
脱
と
そ
の

方
法
、
八
万
劫
と

い
う
項
目
を
立
て
、
道
元
禅
師

の
捉
え
方
を
考
察
す

る
も
の
で
あ
る
。

一

二
五
原
理
の
展
開
順
序

数
論
は
独
存
た
る
霊
我

(人
我

と
世
界
の
根
源
で
あ
る
原

質

と
の
二
元
論
を
説
き
、
こ
の
原
質

が
転
変
し
て
世
界
と

身
心
が
生
じ
る
と
い
う
転
変
説

を

説

く

。

こ

の
転

変

の
順
序
に
異
同
が
あ
り
、
本
田
恵
氏
は

「サ
ー
ン
キ
ヤ
派
に
於
け
る

諸
原
理
の
展
開
」
(『中
村
元
博
士
還
暦
記
念
論
集

・
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
』

昭
和
四
八
年
、
春
秋
社
)
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
『永
平
広
録
』

が
引
用
し
た

『弘
決
』
に
お
け
る
転
開
順
序
は
、
世
性
↓
覚
↓
我
心
↓

五
塵
↓
五
大
↓

一
一
根
で
あ
る
。
こ
の
順
序
は
何

か
ら
影
響
を
受
け
た
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の
で
あ
ろ
う
か
。
石
島
尚
雄
氏
は

「永
平
広
録
の
引
用
に
関
す
る

一
考

察
―
止
観

弘
決
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
(『宗
学
研
究
』
二
七
号
)
の
論
孜
に
お

い
て

『金
七
十
論
』
を
要
約
し
て
引
用
し
た
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
展
開
順
序
の
面
か
ら
み
て

『大
智
度
論
』
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
『
大
智
度
論
』
に
は
、
世
性
↓
覚
↓
我
↓
五
微
塵
↓
五
大
↓
五

根
と
い
う
展
開
を
示
し
て
い
る
。

二

中
有
に
つ
い
て

筆
者
は

「道
元
禅
師
の
中
有
観
に

つ
い
て
」

(『曹
洞
宗
研
究
員
紀
要
』

二
九
号
)

に
お
い
て
道
元
禅
師

の
中
有
観
に
関
し
、
特
に

『
倶
舎
論
』

と
の
比
較

を
通
じ
て
若
干

の
考
察
を
試
み
た
。
拙
稿

で
は
、
『正
法
眼

蔵
』
の
み
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

上
堂
の
数
論
説
中

に
も

"中
陰
"
と
い
う
言
葉
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
二
五

諦
を
説
明

す
る
箇
所
に
「但
見
最
初
中
陰
初
起
。
以
宿
命
力
恒
億
想
之
。

名
為
冥
諦
。
亦
云
世
性
。
謂
世
間
衆
生
由
冥
初
而
有
、
即
世
間
本
性
也
。

亦
日
自
然
。
無
所
従
故
。
従
此
生
覚
。
亦
名
為
大
、
即
是
中
陰
識
也
。
」

と
あ
っ
て
、
覚

(大
)
を
中
陰

の
識
と
す
る
の
で
あ
る
。
先

の
展
開
順

序
も
そ
う

で
あ
っ
た
が
、
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
も

「覚
即
是
中
陰

識
。」
と
あ
り
、
『
弘
決
』
の
記
述
と

一
致
す
る
。
本
田
氏
に
よ
れ
ぼ
、

覚

の
み
を
中
陰
識
と
呼
ぶ
こ
と
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と

い
う
。
道

元
禅
師
は
中
有
を
認
め
、
輪
廻
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
輪

廻
主
体
な

る
も
の
を
身
心

一
如
な
る
も
の
と
さ
れ
る
。
数
論
説
に
お
け

る
覚
を
中
有
と
見
な
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
『数
論
頌
』
三
九
偶
に
は
、
.微
細

[身
]
は
永
続
で
あ
り

父
母
所
生
身
は
消
滅
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
父
母
所
生
の
粗
大

な
身
体
は
捨
て
去
ら
れ
る
が
、
微
細
身

は
常
住
で
あ

り
、
輪
廻
の
主
体
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
微
細
身
は
細
相

と
同
じ
で
あ
る
が
、
細
相
は
微
細
身
な
し
に
は
存
在
し
な
い
と
も
記
さ

れ
て
い
る

(『数
論
頒
』
第
四
〇
偶
)。
仏
教
の
中
有

と
数
論
の
微
細
身
と

の
差
異
に
関
し
て
、
小
川
宏
氏
は

「中
有
の
考
察

」
(『智
山
学
報
』
三
九

号
)
に
お
い
て

「仏
教
の
中
有
は
死
有
と
生
有

と
を
結
ぶ
作
用
は
し
て

も
、
生
有
即
ち
妊
娠
の
時
に
消
滅
す
る
の
で
あ
り
、
永
遠

の
継
続
性
は

持
た
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の
点
よ
り
見
て
、
仏
教

の
中
有
は
数
論
派

の
微

細
身
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
り
、
…
」
と
述

べ
、
仏
教
の
中
有
は
継
続

性
は
な
く
常
住
な
る
数
論

の
そ
れ
と
は
異
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

三

因
中
有
果
に
つ
い
て

道
元
禅
師
が
外
道
と
し
て
の
数
論
説
を
ど
れ
ほ
ど
意
識
し
て
い
た
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
「偏
界
我
有
は
、
外
道
の
邪

見
な
り
。
」
(「仏
性
」
一

巻

一
五
頁
)
と

い
う
中
、
「偏
界
我
有
」
と
い
う
説
は
数
論
の
基
本
的
思

想
で
あ
る
。
『数
論
頒
』
第

一
〇
偶
に
は
、
顕
現

は
遍
在
し

な

い
が
、
未
顕
現

は
正
反
対
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お

り
、
根
本
原
質
た
る
未
顕
現
す
な
わ
ち
我
が
遍

界
に
存
在
す
る
こ
と
を

主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
第

一
〇
偶
か
ら

「因
中
有
果
」
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説
と
い
う
数
論
説
を
確
認
で
き
る
。

「因
中
有
果
」
説
に

つ
い
て
村
上

真
完
氏
は

『サ
ー
ン
ク
ヤ
の
哲
学
』
(
一
九
八
二
年
、
平
楽
寺
書
店
)
に
お

い
て
「果
は
発
生
以
前
に
お
い
て
も
因
中
に
す
で
に
有
る
と
い
う
主
張
、

す
な
わ
ち
因
中
有
果
宗
、
ま
た
も
の
が
生
ず
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
え

ず
、
本
来
あ
っ
た
も
の
が
衆
縁
に
よ
っ
て
顕
れ
て
く
る
の
だ
と
い
う
主

張
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
因
果
の
常

・
無
常

の
問
題
で
あ
る
が
、

『涅
槃
経
』
に
は
数
論
説
と
し
て
二
五
原
理
を
示
し
た
後
、
「因
常
果
無

常
」
が
説

か
れ
て
お
り
、
仏
教

は

「因
無
常
果
常

で
あ

る
と

批

判

し

て

い
る
。

つ
ま

り
、

仏

教

に

お

い

て
は
因
な

る
修
行
は
無
常

で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
涅
槃
は
常

で

あ
り
、
涅
槃
を
実
態
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
は
因

中
と
い
う
言
葉
を
次
の
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
①
諸
仏
は
果
上
な

り
、
因
中

の
聴
法
を
い
ふ
に
あ
ら
ず
。」

(「行
仏
威
儀
」

一
巻
七
三
頁
)

と
②

「弁
仏
、
と

い
ふ
は
、
ほ
と
け
の
因
中

・
果
上
の
功
徳
を
、
念
ず

る
こ
と
あ
き
ら
か
な
る
な
り
。
」
(「出
家
功
徳
」
二
巻
二
八
七
頁
)
と
で
あ

る
。
因
中

つ
ま
り
修
行
に
お
い
て
と
、
果
上

つ
ま
り
悟
り
を
得
た
状
態

と
の
二
つ
の
位
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

「証
上

の
修
」
や

「修
証

一
如
」
の
問
題
と
絡
ん
で
く
る
し
、
①
と
②
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ

る
。
今
後
の
課
題
と
す
る
。
因
果
に
関
し
て
道
元
禅
師

は
、

「三
時
業
」
(二
巻
四
〇
九
頁
)
に

「ま
つ
因
果
を
擾
無
し
、
仏
法
僧
を
殿

諦
し
、
三
世

お
よ
び
解
脱
を
擾
無
す
る
、
と
も
に
こ
れ
邪
見
な
り
。
」
と

示
し
、
因
果
を
撲
無
す
る
こ
と
を
戒
め
ら
れ

て
い
る
。
同
類

の
文
は

「発
菩
提
心
」
(二
巻
三
四
〇
頁
)、
「四
禅
比
丘
」
(二
巻
四
二
六
頁
)
に
も

あ
る
。
因
果
を
擬
無
す
る
こ
と
は
解
脱
を
嬢
無
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
。
数
論
も
解
脱
を
説
く
が
異
な
る
点
は
、
因
果
を
認
め
な

い

"我
"

と
い
う
実
体
を
認
め
る
点
で
あ
ろ
う
。
村
上
真
完
氏
は

「原
質
か
ら
二

十
三
原
理
が
展
開
し
て
、
人
間
の
身
心
な
ら
び

に
世
界
が
出
来
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
が
、

(中
略
)
因
果
、
転
変

は
霊
我
に
関
係
が
な
い
。」

と
述
べ
、
霊
我
の
独
存
が
因
果
に
関
係
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
先
に

『涅
槃
経
』
に

「因
無
常
果
常
」

が
説
か
れ
涅
槃
が
常
住

と
さ
れ
る
こ
と
を
み
た
が
、
数
論

で
説
か
れ
る
霊
我
の
独
存
は
解
脱
や

涅
槃
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
と
共
通
す
る
。

四

解
脱
と
そ
の
方
法

今
西
順
吉
氏
は

「サ
ー

ン
キ
ヤ

(哲
学
)
と

ヨ
ー
ガ

(実
修
)
」
(『岩

波
講
座
第
五
巻

・
東
洋
思
想

・
イ
ン
ド
思
想
1
』

一
九
八
八
年
、
岩
波
書
店
)

に
お
い
て
、
「真
の
解
決
す
な
わ
ち
解
脱
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
二

元

の
完
全
な
分
離
が
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
も
た
ら
す
の
が
解

脱
知
で
あ
り
、
そ
れ
は
二
元
が
完
全
に
異
質
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
区

別
知
で
あ
る
。
こ
の
知
を
獲
得
し
た
な
ら
ば
、
根
本
原
質
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
執
着

・
欲
望
が
断
ち
切
ら
れ
て
、
純
粋
精
神
は
そ
れ
自
身

の
本

来

の
姿
に
お
い
て
存
在
し
、
根
本
原
質
は
現
象
世
界
を
帰
滅
せ
し
め
て
、

そ
の
働
き
を
停
止
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「知
に
よ
っ
て

解
脱

が

あ

る

」

(
『数

論
頌
』

第

四
四
偶

)

の

で
あ

る
。

霊
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我
と
原
質
と
の
弁
別
知

に
よ
り
解
脱
す
る
方
法
と
し
て
数
論
の
修
行
者

は

「霊
我

は
原
質
と
そ
の
所
産
た
る
身
心
と
は
異
な
る
」
こ
と
を
修
習

す
る
の
で
あ
る
。
数
論
で
は
六
行
観
と

い
う
観
法
が
行
じ

ら
れ
る
と

い
う
。
こ
の
弁
別
知
に
対
し
て
仏
教
側
か
ら
反
論
が
な
さ
れ

た
。
清
弁
は

『中
観
心
論
』
に
、
女
と
男
が
別
々
で
あ
る
こ
と
を
見

て

も
解
脱
し
な
い
よ
う
に
、
原
質
と
霊
我
と
は
別
々
で
あ
る
と
見
終
わ
っ

て
も
、
妄
想
が
あ
る
か
ら
解
脱
し
な
い
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
道
元

禅
師
も
数
論
の
如
く
弁
別
知
の
重
要
性
を
説
く
が
、
そ
れ
は
正
邪

の
区

別
で
あ
り
、
妄
想
を
取
り
払
う
方
向
に
お
い
て
で
あ
り
数
論
の
そ
れ
と

は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
解
脱
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
。
村
上
氏
は

「解
脱
は
霊

我
と
原
質

と
を
区
別
し
て
、
霊
我
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
後

に
原
質
を

は
な
れ
、本
来
独
立
自
存
な
る
霊
我
に
帰
す
る
こ
と
で
あ
り
、

独
存

と

い
わ

れ

る
。
」

と

述

べ
、
霊

我

の
独

存

が
成

立

し
、

本
来
の
姿

に
な
る
と
い
う
。
道
元
禅
師
は
解
脱
を
認
め
て
い
る
が
、
微

細
身
が
滅
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
生
死
即
涅
槃
を
説
か
れ
て
い
る
。

五

八
万
劫
に

つ
い
て

先
に
知
に
よ
っ
て
解
脱
が
生
ず
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
が
、
数
論

の
修

行
者
達
は
宿
命
智
力
に
よ
っ
て
八
万
劫
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
『弘
決
』
に

「過
八
万
劫
前
、
冥
然
不
知
。」
と
あ
り
、
八
万
劫
以

前
は
知
ら
な

い
、

つ
ま
り
、
八
万
劫
迄
は
知
り
え
る
の
で
あ
る
。
『
大

智
度
論
』
に
も

「得
禅
者
宿
命
智
力
乃
見
八
万
劫
事
。
過
是
己
往
不
復

能
知
。
」
と
あ
っ
て
、
禅
者
は
宿
命
智
力
を
も

っ
て
八
万
劫

の
事
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。
道
元
禅
師
は
、

「八
万
劫
」
と
い
う
タ
ー

ム
を
数
カ
所
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「阿
羅
漢
」

に
は

「八
万
劫

の
前
後

を
論
ず

べ
か
ら
ず
、
挟
出
目
晴

の
力
量
を
参
学
す
べ
し
。
」
(
一
巻
四
〇

五
頁
)
と
示
し
、
ま
た
、
「供
養
諸
仏
」
に
は

「
か
く
の
ご
と
く

の
邪
見

は
、
た
と
ひ
八
万
劫
を
し
る
と
い
ふ
と
も
、
い
ま
だ
本
劫
本
見
、
末
劫

末
見
を
の
が
れ
ず
、
…
」

(二
巻
三
六

一
頁
)
と
示
し
、
た
と
え
八
万
劫

を
知
っ
て
い
る
者

で
さ
え
、
仏
法
か
ら
み
れ
ば
未
だ
足
ら
な
い
も
の
で

あ
り
諸
法
実
相
を
知
ら
な
い
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
他
、

「深
信

因
果
」
に
も

「憐
れ
む
べ
し
、
た
と
ひ

一
千
生
、

一
万
生
を
し
る
と
も
、

必
ず
し
も
仏
法
な
る
べ
か
ら
ず
。
外
道
、
す
で
に
八
万
劫
を
し
る
、
い

ま
だ
仏
法
と
せ
ず
。」
(二
巻
三
九
〇
頁
)
と
あ
っ
て
、
外
道
で
さ
え
も
八

万
劫
を
知
る
、
そ
れ
に
比

べ
て
野
狐
が
五
百
生

を
知

っ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
も
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
八
万
劫
を
知

る
こ
と

は
道
元
禅
師
に
と
っ
て
は
、
三
世
を
知
ら
な
い
孔
子
や
老
子
、
或
い
は

五
百
生
を
知
る
野
狐
よ
り
も
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
仏
法
と
は
隔

た
る
こ
と
を
示
す
場
合
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

微
細
身
、
因
中
有
果
、
因
中
、
果
上
、
弁
別
知
、

八
万
劫

(曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門
研
究
員
)
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